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請求
番号

枝番 表題 作成者 宛先 作成年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

書簡の部 書簡

横尾東作宛書簡

1 赤松則良書簡 赤松則良 横尾東作 〔明治18年〕8月29日
風帆船の購買及び航海準備
費用の概算を報告す

墨書 巻紙
年代は消印による。
封筒に｢海軍中将男
爵｣とあり

1通

2 秋山峻書簡 秋山峻 横尾東作 12月30日
南洋渡航志望の横山増治君
紹介

墨書 巻紙 1通

3 荒井郁之助書簡 荒井郁之助 横尾東作 〔明治24年〕6月17日 渋川氏の近来の挙動如何 墨書 巻紙 年代は消印による 1通

4 阿利孝太郎書簡 阿利孝太郎 横尾東作 3月27日
島地輸送の火薬積み入れの
件、万事好都合に運び感謝

墨書 巻紙 資料には｢有利｣とあり 1通

5 安藤太郎書簡 安藤太郎 横尾東作 〔明治25年〕2月2日
貴地仙台で移民輿論喚起の
ための書類送付す

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

6 1 安藤元佑書簡 安藤元佑 横尾東作 明治16年6月1日
豚児御迷惑をおかけいたし
申し訳なし

墨書 巻紙 1通

6 2 安藤元佑書簡 安藤元佑 横尾東作 7月27日
豚児の件、金9円の件などに
付、報告

墨書 罫紙 1通

6 3 安藤元佑書簡 安藤元佑 横尾東作 10月29日
豚児および千葉文哉の件に
付、報告

墨書 巻紙 1通

7 飯田平左衛門書簡
飯田平左衛
門

横尾東作 文明社で御面倒をかけ感謝

電子式
複写(手
書)、筆
耕したも
の

原稿用
紙

1通

8 池田政杲書簡 池田政杲 横尾東作 〔明治36年〕5月26日 愚弟身上の件 墨書 巻紙 年代は消印による 1通
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請求
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9 1 石川良信書簡 石川良信 横尾東作 〔明治13年〕3月22日
親睦会22日と思っていたら既
に20日にあったとのこと

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

9 2 石川良信書簡 石川良信 横尾東作 7月26日
昆布染料に付、発起人松井
清蔭さしむけるので御指導を
頼む

墨書 巻紙 1通 石川良信漢詩1枚

10 石田真書簡 石田真 横尾東作 11月2日
御来訪に拘わらず不在で残
念

墨書 巻紙 1通

11 石森吉衛書簡 石森吉衛 横尾東作 明治24年11月23日
ガム島出発以降の航海の状
況報告

ペン書 便箋 1通

12 岩城其七規書簡 岩城其七規 横尾東作 11月4日
南洋より帰国の由、お話伺い
たいので訪問したし

墨書 巻紙 1通

13 上田敦門・服部徹書簡
上田敦門・服
部徹

横尾東作 〔明治23年〕1月29日
硫黄島の件進捗、榎本大
臣、高崎知事も貴兄を盟主と
することを了解。上京を乞う

墨書 半紙 年代は消印による 1通

14 江口高確書簡 江口高確 横尾東作 12月28日
弟高和負傷に付、カネ借りた
し

墨書 巻紙 1通

15 1 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 〔明治23年〕10月7日
カイユウ丸出帆は天気見定
めよとの電報を伊東司検官に
発すべし

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

15 2 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 〔明治23年〕12月1日
別紙函館伊東治三郎よりの
申越しを恒信会員へ御転送
下されたし

墨書 巻紙 1通

明治23年11月27日
付榎本武揚宛伊東
治三郎書簡(墨書、
巻紙、1通、快融丸、
天祐丸の付御配慮
感謝、過分の贈品感
謝)
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15 3 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 〔明治23年12月〕 封筒のみ
年月は封筒記載の朱
字による

1枚

15 4 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 4月18日
屋須弘平宛書簡は清書して
お送り下されたし

墨書 巻紙 1通

15 5 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 8月18日
小生立替金なるべく速やかに
返済を乞う

墨書 巻紙 1通

15 6 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 8月19日
恒信社拡張のため弊宅で評
議会開催するので、社員に
通知されたし

墨書 巻紙 1通

15 7 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 8月20日
至急面談したし、御来訪下さ
れたし

墨書 巻紙 1通

｢起証一札｣(戸澤精
一郎、恒信社宛、明
治33年5月、罫紙1
枚)

15 8 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 8月23日
伊東司検官と価格が手頃の
船を物色中

墨書 巻紙 1通

15 9 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 10月11日
本日の約束には公務のため
遅刻す

墨書 巻紙 1通

15 10 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 11月5日
石上国太郎よりの別紙によれ
ば船員探索の必要あり

墨書 巻紙
封筒消印は明治24年
4月1日

1通

11月4日付榎本武揚
宛石上邦太郎書簡
(墨書、巻紙、1通、メ
キシコ事業に従事し
たいので南洋行は不
参加)

15 11 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 11月23日

依岡省三より別紙あり、カロリ
ン諸島海図は水路部より貸与
の分は恒信社にて転借の見
込み

墨書 巻紙 1通
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15 12 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 12月7日
南洋産材木、昨日造船所に
参り木引に引割するよう申付
ける

墨書 巻紙 1通

15 13 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 12月20日
別紙郵便甚だ奇異、貴覧に
入れるので返事を乞う

墨書 巻紙 1通

15 14 榎本武揚書簡 榎本武揚 〔横尾東作〕
函館にて船を受取り風をみて
来京するよう返電する見込み

墨書 巻紙 1通

15 15 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 封筒のみ 1枚

15 16 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 封筒のみ 1枚

15 17 榎本武揚書簡 榎本武揚 横尾東作 封筒のみ 1枚

16 1 江馬耕蔵書簡 江馬耕蔵 横尾東作 明治10年6月3日
斎家日表等の件、西南戦争
如何

墨書 巻紙
月は消印による。本
文日付は5月3日

1通

16 2 江馬耕蔵書簡 江馬耕蔵 横尾東作 明治10年6月23日
斎家日表、渡辺氏、竹内給
料などの件に付、報告

墨書 巻紙 1通

16 3 江馬耕蔵書簡 江馬耕蔵 横尾東作 明治10年7月14日
御注文の鯛、がせ、斎家日表
等の件に付、報告

墨書 巻紙 1通

16 4 江馬耕蔵書簡 江馬耕蔵 横尾東作 明治10年10月19日 おかか様の隠居屋の件 墨書
年代は封筒の日付に
よる

1通

17 大江卓書簡 大江卓 横尾東作 〔明治30年1月2日〕 封筒のみ 1枚

18 太田資安書簡 太田資安 横尾東作 〔明治25年〕1月22日 封筒のみ 1枚
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19 1 岡千仭書簡 岡千仭 横尾東作 4月1日
拙著7部20巻が完成したので
献呈す。漢文

活字 罫紙 1通

19 2 岡千仭書簡 岡千仭 横尾東作 21日
22日鈴木、佐和と二橋邸に
行く予定、同行を願う

墨書 巻紙 1通

20 1 岡本監輔書簡 岡本監輔 横尾東作 〔明治17年〕9月7日 拙著代価お支払下され感謝 墨書 巻紙 1通

〔明治17年〕5月26日
付横尾東作宛岡本
監輔書簡1通(『万国
通典』ご購入感謝)

20 2 岡本監輔書簡 岡本監輔 横尾東作 〔明治18年〕5月19日
仰せの件、鳥尾は賛成、副島
も賛成、大隈に申し入れ副島
を同盟に列するは如何

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

20 3 岡本監輔書簡 岡本監輔 横尾東作 〔明治18年〕6月2日
南洋に関する彼の一件、小
室信夫など委曲承りたしとの
事

墨書 巻紙 年代は消印による 1通
南洋島々に関する覚
書(墨書、半紙2枚)

21 1 奥田常次郎書簡 奥田常次郎 横尾東作 〔明治35年〕6月21日
南洋御出発の由、小生も金
策をして参加する予定

墨書 半紙 年代は消印による 1通

21 2 奥田常次郎書簡 奥田常次郎 横尾東作 6月23日
今度の南洋渡航には妻子同
伴し移住のつもり

墨書 罫紙 1通

22 奥山実の助書簡 奥山実の助 横尾東作 3月5日
只今訪問したが御不在、いず
れまた訪問する予定

墨書 半紙 1通

23 尾崎関治書簡 尾崎関治 横尾東作 3月12日
近火見舞い感謝。本村火災
の概況に付、報告す

墨書 罫紙 1通
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24 小野田元熈書簡 小野田元熈 横尾東作 4月3日
豚児へ御申越の件、小笠原
より上京中の萩原轍を遣わす
ので御垂示下されたし

墨書 巻紙 1通

25 角田庄左衛門書簡
角田庄左衛
門

横尾東作 5月27日 中新田火災善後策の件 墨書 半紙 1通

26 河東田経清書簡 河東田経清 横尾東作 明治34年7月2日
橋本牧三郎を南洋事業に加
えられたし

墨書 巻紙 1通 ｢河東田経清｣名刺

27 金子水哉書簡 金子水哉 横尾東作 3月8日
私の件に付、話したいので明
日御来訪を乞う

墨書 巻紙 1通

28 金田乕之助書簡 金田乕之助 横尾東作 8月 証文書換の件 墨書 巻紙 1通

29 河村勇作書簡 河村勇作 横尾東作 7月10日
下肥の件、相手と御相談下さ
れたし

墨書 巻紙 1通

30 1 菊池瑞太郎書簡 菊池瑞太郎 横尾東作 明治31年4月23日
水谷元子本島への御寄港を
壮とす

墨書 巻紙 1通

馬島杏雨に広沢安
任が宛てた横尾東作
への支払い請求書1
通、7月10日付

30 2 菊池瑞太郎書簡 菊池瑞太郎 横尾東作 1月8日
小生一人弾丸孤島で日夜苦
心

墨書 巻紙 1通

31 肝付兼行書簡 肝付兼行 横尾東作 明治25年1月15日
英版海図到着、社員一名差
し出されたし

墨書 巻紙 1通

32 草刈敬五郎書簡 草刈敬五郎 横尾東作 10月7日 借金の返済猶予願い 墨書 巻紙 1通

33 草刈謙吉書簡 草刈謙吉 横尾東作 2月22日
お伺いするも面会できず。殖
民方如何

墨書 巻紙 1通

34 耕畑書簡 耕畑 横尾東作
岡鹿門氏来仙、嶺八郎方ま
で御来訪下されたし

墨書 巻紙 1通
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35 小西久己書簡 小西久己 横尾東作 9月25日
近日出張の予定。水□の玉
詠感佩

墨書 巻紙 1通

36 小松徹書簡 小松徹 横尾東作 〔明治35年〕6月1日
南洋肥料の件、各地代理店
にて3分の2ほど販売

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

37 近藤喜康書簡 近藤喜康 横尾東作 明治23年10月29日
快融丸の件、児島氏当地支
店に委任、本日登記済む

墨書 巻紙 1通

38 斎藤健之助書簡 斎藤健之助 横尾東作 明治20年4月11日 曽根直力の件、御尽力感謝 墨書 半紙 1通

39 斎藤民次書簡 斎藤民次 横尾東作 3月16日
ラミの植産に付、地所取調、
埒あかず

墨書 巻紙 1通

40 1 佐和正書簡 佐和正 横尾東作 〔明治30年〕7月27日 豚児、鉄道技手見習となる 墨書 巻紙 年代は消印による 1通

40 2 佐和正書簡 佐和正 横尾東作 〔明治30年〕8月21日 豚児、鉄道工事に従事 墨書 巻紙 年代は消印による 1通

40 3 佐和正書簡 佐和正 横尾東作 3月20日
送付の品接受、山妻昨今調
子よし

墨書 巻紙 1通

40 4 佐和正書簡 佐和正 横尾東作 5月30日
杉田商店、仁尾予備陸軍大
尉紹介

墨書 巻紙 1通

40 5 佐和正書簡 佐和正 横尾東作 6月20日 豚児危篤、留守を頼む 墨書 巻紙 1通

40 6 佐和正書簡 佐和正 横尾東作 7月17日
梁川翁今日青森出発、明日
午前3時仙台通過の由

墨書 巻紙 1通

40 7 佐和正書簡 佐和正 横尾東作 7月19日 豚児の件 墨書 巻紙 1通
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40 8 佐和正書簡 佐和正 横尾東作 7月19日
豚児召し連れのところ、御枉
駕下さるとの事申し訳なし

墨書 巻紙 1通

40 9 佐和正書簡 佐和正 横尾東作 11月16日
豚児、ついに罪を免れざるに
至る

墨書 巻紙 1通

41 澤田直温書簡 澤田直温 横尾東作 〔明治27年〕2月5日
斯波、太宰、印西家等につい
ての調査報告

墨書 巻紙
年代は明治3年時点
で46歳の者が今古希
との記述から推定

1通

42
重野安繹・野口之布・安達
清風　他書簡

重野安繹・野
口之布・安達
清風　他

横尾東作 4月10日
岡鹿門中国より帰朝に付、宴
開催するので御光臨を乞う。
漢文

墨書 巻紙 1通

43 七十七銀行書簡 七十七銀行 横尾東作 明治32年5月31日 御用立金の利子確かに拝受 墨書 巻紙 1通
明治32年5月30日付
横尾東作宛七十七
銀行領収証1枚

44 自得居士書簡 自得居士 横尾東作 2月16日 千体仏2つ御恵贈感謝 墨書 巻紙 1通

45 1 鈴木大亮書簡 鈴木大亮 横尾東作 〔明治31〕年6月29日
南洋人云々の件、文潭翁帰
朝切迫の為残念

墨書 巻紙

年代は消印は□1年
とあり、本文日付に｢
戌｣または｢戊｣とある
ことから推定

1通

45 2 鈴木大亮書簡 鈴木大亮 横尾東作 4月13日
松倉翁来臨に付、貴兄も来
会されたし

墨書 巻紙 1通

46 鈴木経勲書簡 鈴木経勲 横尾東作 8月18日
洋海に浮遊ばかりで御無沙
汰、東京御在宅ならばお会
い致したし

墨書 巻紙 1通

47 1 関直彦書簡 関直彦 横尾東作 3月10日
横尾日報社脱社に付、相談
したし

墨書 巻紙
月は封筒記載のメモ
書による

1通
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47 2 関直彦書簡 関直彦 横尾東作 3月18日
組合組織の件、結局失敗残
念。車馬代の受取を乞う

墨書 巻紙 1通
｢井上彦三郎｣名刺1
枚、封筒に添付

47 3 関直彦書簡 関直彦 横尾東作 17日 面談致したし 墨書 巻紙 1通

47 4 〔関直彦〕書簡 〔関直彦〕 横尾東作 18日
東西新聞に別紙記事あり、今
回の事業に小生等の名前出
るのは不可

墨書 巻紙 1通

48 千田書簡 千田 横尾東作 14日 拙文に付、御高説を伺いたし 墨書 巻紙 1通

49 高崎五六書簡 高崎五六 横尾東作 3月5日
鈴木経勲は彼の島の事情に
詳しく是非面会すべし

墨書 巻紙 1通

50 1 高橋是清書簡 高橋是清 横尾東作 〔明治29年〕11月25日 封筒のみ
年代は消印、月日は
封筒記載による

1枚

50 2 高橋是清書簡 高橋是清 横尾東作 〔明治33年〕6月6日
御依嘱の件、その後資産家
に勧めるが気乗りせず

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

51 1 田口卯吉書簡 田口卯吉 横尾東作 〔明治23年〕2月20日
南洋航海に付、話したいので
今夕来社を乞う

墨書 巻紙
巻紙日付は20日だ
が、封筒表記および
消印は23日

1通

51 2 田口卯吉書簡 田口卯吉 横尾東作 3月7日
服部新助、水谷氏同伴の上
御光臨下されたし

墨書 巻紙 1通

51 3 田口卯吉書簡 田口卯吉 横尾東作 3月15日
数日来の御配慮水泡に帰し
残念

墨書 巻紙 1通

51 4 田口卯吉書簡 田口卯吉 横尾東作 12月18日 拙者も御同様所持せず断る 墨書 巻紙 1通
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52 1 竹内寿貞書簡 竹内寿貞 横尾東作 4月21日 長女結婚式御出席を乞う 墨書 巻紙 1通

52 2 竹内寿貞書簡 竹内寿貞 横尾東作 10月1日
伊達家書画刀剣を一覧に供
するので御来邸下されたし

墨書 巻紙 1通

53 伊達宗定家扶書簡
伊達宗定家
扶

横尾東作 3月24日 離婚の件に付、御尽力を乞う 墨書 巻紙 1通

54 田中鶴吉書簡 田中鶴吉 横尾東作 〔明治20年〕6月12日 事業の為本日アメリカに出発 墨書 巻紙 年代は消印による 1通

55 民書簡 民 横尾東作 自分の父の近況について 墨書 罫紙 1通

56 恒屋盛服書簡 恒屋盛服 横尾東作 〔明治22年11月21日〕 封筒のみ 1枚

57 藤堂良駿書簡 藤堂良駿 横尾東作 〔明治11年〕11月15日
本人および両親は三綱領を
承諾、澤田君同伴の上御来
訪下されたし

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

58 1 遠山虚舟書簡 遠山虚舟 横尾東作 〔明治10年〕7月14日
倅千里出張したのち音信な
し。知っていれば教えて下さ
れたし

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

58 2 遠山虚舟書簡 遠山虚舟 横尾東作 〔明治10年〕7月21日
西郷軍景況如何。今月の月
給を小生へお送り下されたし

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

59 戸沢精一郎書簡 戸沢精一郎 横尾東作 〔明治34年9月17日〕 封筒のみ 年月日は消印による 1枚

60 戸沢彦三郎書簡 戸沢彦三郎 横尾東作 6月15日 封筒のみ 1枚

61 1 十時三郎書簡 十時三郎 横尾東作 〔明治34年〕2月13日
御依頼の家屋物件を探したと
ころ、いくつか候補あり

墨書 巻紙 年代は消印による 1通
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61 2 十時三郎書簡 十時三郎 横尾東作 〔明治34年〕7月18日
旧主柳川藩の旧記筆記御恵
贈感謝

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

62 富田鉄之助書簡 富田鉄之助 横尾東作 10月31日
明日出発、注意を願う。御計
画には人和が重要

墨書 巻紙 1通

63 内藤証史書簡 内藤証史 横尾東作 〔明治18年〕7月8日
東京大学学生酒井市松の就
職依頼

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

64 内藤酢叟書簡 内藤酢叟 横尾東作 〔明治10年〕7月1日
遠山千里の給料、父の遠山
虚舟に渡す予定

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

65 中島俊書簡 中島俊 横尾東作 〔明治25年〕2月8日 御令嬢の件 墨書 巻紙 年代は消印による 1通

66 中村正直書簡 中村正直 横尾東作 〔明治13年〕 謹賀新年 墨書 紙断片 1通

中村正直｢愛敬歌｣
(活字印刷、1枚)、明
治13年11月下澣付
中村正直撰｢童蒙教
育問答序｣(墨書、原
稿用紙、1枚)

67 1 名須川良平書簡 名須川良平 横尾東作 〔明治25年〕1月28日
増田公と行違い残念、豚児
お引受け下さるよう御尽力を
願う

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

67 2 名須川良平書簡 名須川良平 横尾東作 明治25年2月7日
普通の月俸にてお養い下さ
れたし

墨書 巻紙
年代は封筒の日付に
よる

1通

67 3 名須川良平書簡 名須川良平 横尾東作 〔明治35年〕3月22日
倅転宿および自分の辞表の
件について

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

67 4 名須川良平書簡 名須川良平 横尾東作 1月31日
菊池敬司、熊谷綱介を宜しく
お願い

墨書 巻紙 1通

67 5 名須川良平書簡 名須川良平 横尾東作 8月25日
門生共今後とも宜しく頼む。
引綿送付す

墨書 巻紙 1通
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68 西山隆恭書簡 西山隆恭 横尾東作 4月25日 菊重郎様婚約 墨書 巻紙 1通

69 1 服部徹書簡 服部徹 横尾東作 明治23年1月25日
相陽丸訴訟で難儀。硫黄島
事業有望、同島拝借願の為
名前をお貸し下されたし

墨書 年代は消印による 1通

69 2 服部徹書簡 服部徹 横尾東作 〔明治23年〕2月2日
南島事業、いよいよ榎本大
臣、府知事らで決定。貴兄に
も参加願う

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

69 3 服部徹書簡 服部徹 横尾東作 2月10日 先刻の激論御勘弁を乞う 墨書 罫紙 1通

70 1 林昇書簡 林昇 横尾東作 〔明治36年〕4月25日 林泰の件 墨書 巻紙 年代は消印による 1通

70 2 林昇書簡 林昇 横尾東作 〔明治36年〕5月18日 池田および自分身上の件 墨書 巻紙 年代は消印による 1通

70 3 林昇書簡 林昇 横尾東作 11月1日 林泰の件 墨書 巻紙 1通

71 1 林泰書簡 林泰 横尾東作 〔明治35年〕7月20日 カネ拝借、感謝 墨書 巻紙
年代は付属資料葉書
の消印による

1通

〔明治35年〕7月22日
付林泰葉書横尾東
作宛1通、〔明治35年
7月18日付〕林泰葉
書横尾東作宛1通

71 2 林泰書簡 林泰 横尾東作 4月6日 近況報告 墨書 巻紙 1通

71 3 林泰書簡 林泰 横尾東作 4月24日 自分の身上について 墨書 巻紙 1通

71 4 林泰書簡 林泰 横尾東作 12月13日
寒さを凌ぐためにカネを借り
たし

墨書 1通

72 1 広沢安任書簡 広沢安任 横尾東作 〔明治22年〕6月7日
書額分配法に付、渡辺氏は
10円だけ出すとのこと

墨書 巻紙 年代は消印による 1通
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72 2 広沢安任書簡 広沢安任 横尾東作 6月17日
白石、伊能の代金に関する
件

1通

73 1 福井力智書簡 福井力智 横尾東作 〔明治34年〕10月2日
河東田経清へさらに御周旋
を願う

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

73 2 福井力智書簡 福井力智 横尾東作 〔明治35年〕2月26日
高橋君の件老台に訴え却っ
て申し訳なし

墨書 巻紙 1通

74 藤井三郎書簡 藤井三郎 横尾東作 〔明治24年〕7月31日
明日正午御来訪下されたし、
最愛の妻死去し浮世の夢な
ることを悟る

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

75 1 増田贇三郎書簡 増田贇三郎 横尾東作 〔明治29年3月29日〕 封筒のみ 年月日は消印による 1枚

75 2 増田贇三郎書簡 増田贇三郎 横尾東作 3月14日
祖父七回忌に付、この品呈
上す

墨書 巻紙
封筒記載の月は｢二
月｣

1通

76 1 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 〔明治28年〕5月4日
先夜の粗末は愧悚、病気も
心配なので帰省す

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

76 2 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 1月19日
昨夜の震動、当方は瓦全、御
訪問感謝

墨書 巻紙 1通

76 3 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 1月21日
倅教貴死去に付、御配慮感
謝

墨書 巻紙 1通

76 4 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 2月2日
秋山と貴君により献言書差し
出した

ペン書 半紙
封筒裏に｢増田繁幸｣
の印有り

1通

76 5 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 2月11日 昨夜お話の敷物代金の件 墨書 巻紙 1通

76 6 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 2月25日
終日の会の為行けず、御来
訪下されたし

墨書 巻紙 1通
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76 7 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 2月28日

田辺より別紙到来、それに
付、相談したし、今晩は議事
終局、明日は閉会式なので
明晩は如何

墨書 巻紙 1通

76 8 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 3月2日
田辺より50円の為替証書到
来、御相談致したし

墨書 巻紙 1通

76 9 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 3月15日
寒くて行けず、貴君来られた
し

墨書 巻紙 1通

76 10 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 3月23日 ヤシユの実を所望 墨書 巻紙 1通

76 11 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 3月24日
石炭御分与下されたし、角田
は怪我で東京病院に入院

墨書 巻紙 1通

76 12 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 4月30日
2～3日中に帰県、今夜あたり
来られたし

墨書 巻紙 1通

76 13 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 5月6日
千葉のサフランを手に入れた
し

墨書 巻紙 1通

76 14 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 5月8日
妻おらず徒然、御来訪を待
つ

墨書 巻紙 1通

76 15 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 5月10日
病人危篤、明朝出発、その前
にお会いしたし

墨書 巻紙 1通

76 16 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 5月11日
御高配の談、当分見合わせ
たし

墨書 巻紙 1通

76 17 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 5月28日
出京とのこと、もし宿舎なけれ
ば寓所に来られたし

墨書 巻紙
字は｢高柳居士｣(増
田繁幸)に似ているの
で推定

1通



横尾東作関係文書目録

15

請求
番号

枝番 表題 作成者 宛先 作成年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

76 18 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 6月12日
密かに出京したので来会あり
たし

墨書 巻紙 1通

76 19 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 6月18日 一緒に出発したいが如何 墨書 巻紙 1通

76 20 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 6月20日 明後日出発困難、同行したし 墨書 巻紙 1通

76 21 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 6月21日
明日出発に御同行下され満
足

墨書 巻紙 1通

76 22 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 9月25日
15日広島に召集なので東京
まで御同道されたし

墨書 巻紙 1通

76 23 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 11月7日
小生断然帰省、角田カネの
件で不正

墨書 巻紙 1通

76 24 増田繁幸書簡 増田繁幸 横尾東作 11月26日
珍しき南洋品や葛粉類あれ
ば所望したし

墨書 巻紙 1通

76 25 〔増田繁幸〕書簡 〔増田繁幸〕 横尾東作 封筒のみ
字より増田繁幸と推
定

1枚

76 26 増田〔繁幸〕書簡 増田〔繁幸〕 横尾東作 封筒のみ 差出人は字より推定 1枚

77 増田泰四郎書簡 増田泰四郎 横尾東作 〔明治25年1月6日〕 封筒のみ 年月日は消印による 1枚

78 増田豊書簡 増田豊 横尾東作 〔明治30年3月22日〕 封筒のみ 1枚

79 松岡好一書簡 松岡好一 横尾東作 明治26年9月12日
苦労したが有力新事業があ
るので援助を願う

ペン 便箋 1通
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80 松倉恂書簡 松倉恂 横尾東作 〔明治30年〕8月4日
戸沢氏に付、赤十字社員中
云々、取調の上御連絡する

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

81 1 松根三楽書簡 松根三楽 横尾東作 〔明治22年〕6月26日
多賀城に付、ぜひお知らせ
下されたし

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

81 2 松根三楽書簡 松根三楽 横尾東作 明治28年1月8日 賀状 墨書 巻紙
年代は封筒記載によ
る

1通
10月付松根三楽書
簡横尾東作宛1通(書
画進呈)

81 3 松根三楽書簡 松根三楽 横尾東作 12月29日
古暦進呈され伊達宗紀病気
回復、御礼品を送付す

墨書 巻紙 1通

82 松本成章書簡 松本成章 横尾東作 明治24年10月7日
倅安三郎開業したいが資金
困難、御援助を乞う

墨書 巻紙
年代は封筒記載によ
る

1通
名刺｢松本安三郎｣1
枚

83 三島一雄書簡 三島一雄 横尾東作 明治24年2月24日 封筒のみ
年月日は封筒記載に
よる

1枚

84 三橋信方書簡 三橋信方 横尾東作 〔明治22年〕4月10日
シャント氏にお伝えしたとこ
ろ、病気ならば致し方なしと
承諾

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

85 六阪坂跛書簡 六阪坂跛 横尾東作 4月27日 恩借の東西新聞お返しす 墨書 巻紙 1通

86 陸奥宗光書簡 陸奥宗光 横尾東作 〔明治26年1月13日〕 封筒のみ 年月日は消印による 1枚

87 村田蕃殖書簡 村田蕃殖 横尾東作 〔明治34年12月24日〕
｢南洋行に付、質問の点｣を
列挙

墨書
和紙、
紐綴じ

年月日は消印による 1通

88 八巻道成書簡 八巻道成 横尾東作 4月25日
郷里への送金は既に落手さ
れたか

墨書 半紙
差出人欄には墨書で
｢道成｣とあり、｢八巻｣
の印あり

1通
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番号

枝番 表題 作成者 宛先 作成年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

89 1 横山増治書簡 横山増治 横尾東作 〔明治35年〕1月13日
身元引受証等送付、是非御
採用を願う

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

89 2 横山増治書簡 横山増治 横尾東作 〔明治35年〕3月27日
御所有船着港の筈、既に廻
航と思うが如何

墨書 巻紙 年代は消印による 1通

90 吉田屋豊吉書簡 吉田屋豊吉 横尾東作 〔明治32年6月13日〕
南洋ヤシ細工物の支払いの
件

墨書
官製葉
書

年月日は消印による 1通

91 Hamilton書簡 Hamilton 横尾東作 明治7年6月2日
教師の契約について、自分
の経験からアドバイス

ペン書 便箋
封筒消印は1882年5
月12日

1通

92 S.Ishida書簡 S.Ishida 横尾東作 明治5年4月3日
キリスト教の教えを交えた近
況報告

ペン書 便箋 英文 1通

93 Ad.Russell書簡 Ad.Russell 横尾東作 明治8年7月8日
富士登山のためパスポート発
行を願う

ペン書 便箋 1通

94 〔差出人不明〕書簡
〔差出人不
明〕

〔横尾東作〕 〔明治10年〕6月21日
西南の変動が社業に影響す
るも維持の目途あり

電子式
複写(手
書)、筆
耕したも
の

原稿用
紙

1通

家族宛書簡

95 1 横尾東作書簡 横尾東作 横尾律 〔明治21年〕10月16日 家事に関する指示 墨書 半紙 年代は消印による 1通

95 2 横尾東作書簡 横尾東作 横尾律 〔明治29年5月18日〕 封筒のみ 1枚

95 3 横尾東作書簡 横尾東作 横尾律 〔明治29年〕6月21日 家事連絡 墨書 巻紙 年代は消印による 1通

95 4 横尾東作書簡 横尾東作 横尾律 〔明治30年〕1月23日 カネを送る。健康に注意せよ 墨書 巻紙 年代は消印による 1通
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枝番 表題 作成者 宛先 作成年月日 内容 記述法 用紙 備考 数量 付属資料

95 5 横尾東作書簡 横尾東作 横尾律 明治30年10月16日
おてうの件、その他家事につ
いて

墨書 巻紙 1通

95 6 横尾東作書簡 横尾東作 横尾律 〔明治30年〕10月27日
おてうは児島喜三郎のみせ
の女中となる

墨書 巻紙 1通
日付不明〔横尾律〕
宛横尾東作書簡(カ
ネ・鼈甲を送る)

95 7 横尾東作書簡 横尾東作 横尾律 〔明治32年〕2月17日 家事に関する指示 墨書 罫紙 年代は消印による 1通

95 8 横尾東作書簡 横尾東作 横尾律 1月16日 家事に関する指示 墨書 巻紙 1通

95 9 横尾東作書簡 横尾東作 横尾律 6月17日
荷物送った。届いたか。船借
り入れ次第南洋に出発の予
定

墨書 巻紙 月日は消印による 1通

95 10 横尾東作書簡 横尾東作 横尾律 18日
渡辺武之助、みねの不法の
件

墨書 巻紙 1通

95 11 〔横尾東作〕書簡 〔横尾東作〕 〔横尾律〕 貸地の件 墨書 巻紙 1通

95 12 横尾東作書簡 横尾東作 横尾敏政　他 10月22日 小包送った(子供たち宛) 墨書 罫紙 1通

95 13 横尾東作書簡 横尾東作 横尾梅次
船破損するが人員は無事、
パラオは競争相手なく今後有
望

墨書 巻紙 1通

96 阿部元助書簡 阿部元助 横尾愛作 〔明治36年〕 父上突然の逝去に驚く 墨書 巻紙 1通

97 河東田経清書簡 河東田経清 横尾愛作 明治36年7月24日
御尊父様急病逝去、お悔や
み申し上げる

墨書 巻紙 1通

98 酔顔書簡 酔顔 横尾以知・清 9月24日 柴田凶赴、玉虫の件 墨書 半紙 1枚

99 角田真平書簡 角田真平 横尾愛作 明治36年7月22日 お悔やみ申し上げる 墨書 巻紙 1通
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第三者宛書簡

100 関直彦書簡 関直彦 水谷新六 3月25日

当商会へ御加入の件、服部
氏との間が纏まりかね失敗の
段拝承、ついてはさらに協議
致したし

墨書 巻紙 1通

101 富田鉄之助書簡 富田鉄之助 村田保 4月21日
カロリン諸島に航海した横尾
東作氏を紹介す

1通

102 雄平書簡 雄平 〔増田繁幸〕 5月10日
愚妹縁談の件、横尾氏へ御
断り下されたし

墨書 巻紙 1通
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書類の部

103 横尾玄鑑拓本 太田孚 明治4年10月 横尾東作実父元鑑の拓本 拓本 1枚

104 1
仙台英学校関係書類〔英
書引き渡し書〕

2月9日
電子式
複写(手
書)

｢宮城県教育百年史
編纂に係る東作翁
の書簡　昭和五十
年五月四日｣と書か
れた封筒に封入

1枚

104 2
仙台英学校関係書類
〔佐々木端蔵英学校雇入
れの願〕

横尾東作 〔明治5年〕3月22日
電子式
複写(手
書)

｢宮城県教育百年史
編纂に係る東作翁
の書簡　昭和五十
年五月四日｣と書か
れた封筒に封入

2枚

104 3
仙台英学校関係書類〔建
言書〕

横尾東作 〔明治5年〕3月 英学校への改善意見書
電子式
複写(手
書)

｢宮城県教育百年史
編纂に係る東作翁
の書簡　昭和五十
年五月四日｣と書か
れた封筒に封入

4枚

104 4
仙台英学校関係書類〔宮
城県職員録〕

明治4年
英学校に関する部分の職員
録

電子式
複写(手
書)

｢宮城県教育百年史
編纂に係る東作翁
の書簡　昭和五十
年五月四日｣と書か
れた封筒に封入

5枚

105 預置証
田中与方・
田中弥右衛
門

横尾先生・
横尾東作

明治7年3月 白米4石8斗預ける 墨書 半紙 1枚
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106 入学願 横尾帝力
渡邊洵一郎
(宮城尋常師
範学校長)

明治23年5月13日
宮城県尋常師範学校への入
学願い、願の趣聞届

墨書 1枚

107 保証書 戸沢精一郎
横尾東作(恒
信社社長)

明治24年3月27日
三男彦三郎、もし1年もた
たずに南洋から帰国したら
渡航費用は弁償する

墨書 罫紙 1枚

108 受領証写
運漕問屋組
合事務所

明治29年6月5日
横尾東作宛の荷物預かり証
の写し

墨書 巻紙 1枚

109 送状 横尾東作 横尾律 明治31年6月2日 荷物送る 墨書 巻紙 1枚

110 受取預証 大村 横尾東作 明治32年5月30日
離家具受取、松坂丸売渡証
書預かる

墨書 巻紙 2枚

111 請取書 広井豊吉 横尾東作 明治32年7月24日
南洋物品代として5円を受
け取る

墨書 罫紙 1枚

112
〔大坂裸大麦試作結果報
告〕

養種園 明治35年9月22日 墨書 罫紙

封筒の差出人は｢保
春院前丁　吉野平
八｣。同様の内容で
1枚は清書、1枚は
下書き

2枚

113 〔払込代金一覧表〕
明治37年1月、年代
不明10月

墨書 罫紙

もとは[1｣と番号を
付されたクリア
ファイルに保存さ
れていた

2枚

114 『横尾東作翁伝』

河東田経清
[編]、河東
田経清[出
版]

大正6年7月5日 印刷 冊子 2冊
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115
硫黄島発見者の業績に光
り

昭和43年6月25日
｢硫黄島発見者の業績に光
り｣(『河北新報』夕刊5面)

印刷 新聞
｢東作翁に係る書
類｣と題された封筒
に一括して封入

1点

116 横尾東作翁と小笠原 昭和43年8月1日
小原伸｢横尾東作翁と小笠
原｣(『宮城郷友』第14巻第
8号7面)

印刷 雑誌 1点

117 伝統の光り 昭和43年10月1日
小原伸｢伝統の光り｣(『宮
城郷友』第14巻第10号9面)

印刷 雑誌
｢東作翁に係る書
類｣と題された封筒
に一括して封入

同文2
点

118 宮城人32　横尾東作 昭和44年11月13日
｢宮城人32　横尾東作｣
(『朝日新聞』宮城版Ｃ16
面)

印刷 新聞
新聞全体1部および
16面のみ1枚

同文2
点

119 受領書
宮城県総務
課長

昭和46年7月12日
『横尾東作翁伝』寄贈に対
する受領書

ペン書
宮城県
罫紙

｢東作翁に係る書
類｣と題された封筒
に一括して封入

2枚

120 『横尾一族』
新井康友
[編]、北村
進[発行]

昭和55年10月 横尾一族の系図
印刷、
紐綴じ

冊子 1冊

121 横尾家四百年祭の御案内 横尾秀次郎 昭和59年7月
印刷(活
字)

冊子 1冊

122
仙台奇人伝4　南洋開拓
の先駆者横尾東作

青葉散人 『宮城毎日新聞』記事切抜 印刷 新聞
｢東作翁に係る書
類｣と題された封筒
に一括して封入

1枚

123 〔敷地図面〕 墨書 巻紙 1枚

124 〔覚書断片〕 墨書 巻紙 1枚

125 漢詩｢送横尾先生游南洋｣ 富田鉄之助 横尾東作 墨書 半紙 1枚
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126
〔東作妹に関する調査報
告〕

ペン書 便箋

もとは[37｣と番号
を付されたクリア
ファイルに保存さ
れていた。ペン書
の他に電子式複写
による3枚あり

3枚
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